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を使用し、また発売から2015年でちようど30年 を迎え

たことにちなんで、「『バラデューク』30周年記念トー

クイベントJと 題し、岸本をはじめ当時の開発スタッ

フを集めてトークイベントを実施した。

さらに、イベントの模様を収録した動画は後日、

DiCRA JAPANの Youtubeチ ヤンネルにて公開する

こととした。オーラルヒストリーの記録 保存のため

には 文書とともに本イベントのように動画の保存も

併せて行うべきであると考えられる。

22 SNSを 利用したメンバー招聘と情報の共有化

本研究 イベントの参加者を集めるにあた り、

岸本は会社の元同僚に声を掛けるとともに、SNS

(Facebook)に 本イベントと同名の非公開グループを

開設し、レ ラ`デユーク』の開発者および当時のナム

コ在職者を8名呼び寄せた。SNSを利用した結果、関

係者同士での音の記憶の共有や確認が容易に可能と

なつた。

23 本イベント実施までの諸準備

木イベントの実FLに あたり、岸本は事前にバンダイ

ナムコエンターテインメントに出向き、画面写真や映

像などの使用許諾を受けた。また、鴫原は本イベント

の資料として使用するためのプレイ動画 (全ステージ

のlrlし プレイ)を はじめとする映像資料の作成と、レヾ

ラデユークJの紹介 攻略記事が掲載された関連書籍

や販促物の調達、記事を執筆した当時のライターヘの

とアリング、および著作権の権利者より誌面や映像の

使用許話を得るなどの準備を行った。なお、ゲームの

プレイ動画の収録には、PS版 『ナムコミュージアム

VOL5』 中を使用した。理由は基板を個人で保有して

いなかつたこと、PS版 は移植再現度が高くオリジナ

ル (ア ーケード)版 と同等とみなせること、またステー

ジセレクトなどの付加機能がついているため、1又録が

容易であつたことによる。

本イベントの会場には、東京 秋葉原にあるゲーム

センターの『ナツゲーミュージアム』・・を選んだ。店

舗を利用することにした理由は、『バラデユーク』の

実機を同店が保有し、なおかつ稼働できる環境を持つ

ことと、店内にはプロジェクターやAV機器等々、各

種資料映像を流せる環境が整つていたからである。

本イベントをインターネット上で公開するにあた

り、 当初はDiCRA」APANのYoutubeチ ヤンネルを

通じてライブ配信を行うべく検討したが、会場のネッ

ト環境などを考慮した結果、まずは非公開で動画を収

録し、後日編集したものをあらためて公開することに

した。

収録後、本イベントをDiCRA JAPANの ホームペー

ジ、および岸本や鳴原などDiGRA」 APAN関係者の個

人SNS(Twit・ r)ア カウントを通じて事前告知を行つ

た。動画は誰でも視聴可能とし、さらに公開開始時刻

から再生がすべて終了するまでの間の時間を、「イベ

ントの実施時間」として告知し、疑似的なライブ放送

とする形で実施した。

さらに本イベント放送の実施中は、Twittrを 通じ

て一般視聴者から『バラデユーク』に関する質問を直

接受け付け、出演者の一部が可能な範囲で即座に回答

できるようにもした。

3『バラデユーク』30周年 トークイベント

の実施内容

31 参加メンバー

本イベントには、『バラデューク』のプログラマー

である岸本、企画 グラフイック担当の高橋白紀夫、

サウンド制作担当の慶野由利子の3名が出演し、司会

進行は本作の発売当時にプレイした経験があり、外部

の客観的な視点から開発者らに質問ができることから

鴫原が務めた。また会場には、前述の非公開グルー

プなどを通じて、当時の開発 販売担当のナムコ社

員 7名 (※ 『バラデューク』担当者以外も含む)と 、

『ナツゲーミュージアム』のスタツフ4名 を招待し、

DiCRA JAPAN研究委員 3名のスタッフとともに実施

した。

42 デジタルケーム学研究 Ⅲ 19 No2.2017
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停止してしまうこともあったが 。 (高橋)

エンディングのシーンではヘルメットを脱いだ主

人公が描かれ、主人公は実は女の子であることが判明

する演出があるが、これはアニメ『風の谷のナウシ

カ1・
4'に

インスパイアされたもの。後になつて、他社

のゲームでも同様の演出を真似されているのをいくつ

か見たが、当時はコピーされるのが当たり前の時代

だつたので、別に気にはしていなかった。(高橋)

新人のときに最初に作つたのが『バラデューク』

だったが、その前に発売した『ドラゴンバスター』
F

でも、ちょっとだけキャラクターの絵を描く仕事を手

伝ってはいた。当時の開発部署では、芸人みたいに師

匠の下でデビュー前に修業を積む徒弟制度みたいなも

のは特になく、自分みたいにいきなり「何か作って」

と言われる場合もあった。(高橋)

『バラデュークJに 限らず、当時は企画がグラ

フィックも描くのは当たり前だつた。昔は少人数で

作つていたため、新人でもメインプランナー兼グラ

フィッカーを務めることは普通にあつた。(岸本)

ゲーム画面中にあるお墓や トーテムポールなど

の、変わった背景がいくつか描かれている。これは例

えば敵を倒した結果など、プレイヤーが画面内に何か

行動した結果を残したいという意図があつた。ただし、

いろいろ出そうとすると画面内力'ゴ ミだらけになつて

しまい、また当時はあまり多くのキヤラクターが表示

できるハードではなかったので、同時にキャラクター

たくさん並ぶと消えてしまう問題があつた。そこで毎

回ではなく、たまにでもいいから残そうというアバウ

トな意図で、以前に遊んだプレイヤーがミスをした地

点にモニュメント:を 出すようにした。それ以外はラ

ンダムで出していた。(高橋)

「バラデュークJタ イトルの出来は、「指輪物語』円

に登場する「バラド‐ドウーアJと いう単語をヒント

に考案した。当時の社内には、タイトルに濁点が多い

とゲームが売れるという説があつたので、何となくお

どろおどろしい言葉にしようと思つてつけた。(高橋)

敵キャラクター、「バガンJの名前は『パックマン』

に由来する。使用できる色数が増えてヌメヌメした絵

が描けるようになったことで、当時のナムコキャラク

ターをいろいろ気持ち悪くして描いたところ、その中

で一番 (『パックマン』の主人公が)う まく描けたか

ら登場させようと思つた。(高橋)

当時のゲームは、3回 ミスをするとゲームオーバー

になるシステムが普通の時代だったが、「バラデュー

ク』では1回 ミスしただけでは主人公のストックが減

らないシールド制にした。理由は、画面が狭いため敵

弾に当たりやすく、1回 当たつただけでミスになって

しまうルールにすると厳しいなと思ったから。(高橋)

ステージクリア後に登場するルーレットで、当た

りを引くとシールドが 1個増えるシステムを導入し

た。当初は、タイミングよくボタンを押せば狙つた場

所で確実に止められるようにしていたが、製品版では

4分の 1の確率で左右どちらかに滑るようにしたこと

で、毎回狙った位置で止められないようにした。(高橋)

当時のナムコでは、ゲームの難易度の調整をシス

テマチックに実施するような仕組みは存在しなかっ

た。積極的に行つてくれる人も中にはいたが、意見を

みんなで持ち寄つてどうこうしようというのは、多

分 1、 2回 あつた程度ではなかったかと思われる。(高

橋)

332 プログラム セールスについて

Fバ ラデユークJの基板は約30∞枚売れた。当時

としては大ヒットとまではいかなかつたが、中ビット

ぐらいのセールスであったので、会社の利益には十分

に貢献できていた。(岸本)

プログラムにはアセンブラを使用し、CPUは モ

トローラ製の6809だった。今になつて、他の人からは

アセンブラでよく書いたねと言われることがあるが、

当時は高速でキャラクターを動かすためには、アセン

ブラ以外に選択の余地がなかった。(岸本)

入社当時は、通称「ジョブコン (ジ ョブ コント

ローラー)」 と呼ばれるマルチタスクがプログラム上

で可能となるシステムを使つていた。「ジョブコンJは、

ナムコ社員の深谷正一氏が作つたもの。(岸本)

3 ただし、鳴原の後の調査では、実際のケームでは これ
らのモニュメントはミスをしたプレイヤーの位置に表示さ
れず 毎回固定で同じ場所に表示されていることがわかった。
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一

らな,ったとoこ と。当時のロケテストは

口離口の主導で行っていたが、やがて販売部署が中心

になって実施するようになったことで、「開発側の疑

問 懸念事項をくみ取つたうえで行うようになった結

果、その様相が変わっていった。Jと 、イベント収録

現場に居合わせた当時の広報担当者が証言した。

333 サウンドについて

『バラデューク』のサウンド制作においては、「不

思議な空間に不気味なキャラクターがシュールに動い

ている」というイメージを生かして、ぃわゅる「音楽J

ではないサウンドで作ってみようと考えた。また、

C30の機能をいろいろ実験的に使用してみようと思っ

ていた。(慶野)

『バラデューク』の発売は198・年 7月 で、自分

自身は同年3月 で退職している。当初の予定では同

年2月 で開発が終わるはずだったが、4月 末まで延び

てしまったため、退職までの段階で企画 仕様書に指

示のあったサウンドの作山 制作はすべて完了させた

うえで、同じセクションにいた小沢氏に暫定的に引き

継ぎ、さらにそこから中潟氏に引き継がれ、すべての

サウンドが完成した。(慶野)

自身が作曲 制作したサウンドは全体の約 8富 J。

中潟氏は「ゲームオープニングミュージックJ「大団

円 (エ ンディング)ミ ュージック」、「ネームエントリー

ミュージックJの 3曲の制作を担当した。(慶野)

当時は「音声合成」と呼んでいた、c30を 利用し

たサンプリング技術によって、ゲーム開始直後に仲間

のキャラクター、「パケットJが「I m yotu illendl」

と叫ぶ声と、ボスキャラクターを倒したときに流れる

「グレート ォクティゃられ音Jの 2種類の音データ

を水足淳―氏が制作した。「パケットJの声の主は小

沢氏で、「グレート ォクティゃられ音Jは高橋、中

潟両氏が叫んだ声をサンプリングして作られた。つま

り、本作のサウンド担当者は慶野、小沢、中潟、水足

の合計4人いることになる。(慶野)

『バ ラデューク』 の紹介 攻略記事が掲載 された

書籍 FALL ABOUT NAMCO II ナムコゲームのす

べ てⅡJ団 (以 下、『ALL ABOUT NAMC011』 )に は

楽譜集も掲載されているが、鴫原と調査した結果、楽

譜集に載っている「ゲート ォープン音」というサゥ

ンドは、実際には使用されていない (稼働中に流れな

い)こ とがわかった。また、中潟氏作曲の「ゲームオー

プニングミュージックJと「ネームエントリーミュー

ジツクJの 2曲 は楽譜集に掲載されていない。(慶野)

ゲーム書籍 rシ ューティングゲームサイド

Vo1 8』 に掲載された記事によると、C30は任意波形発

生回路である。C30に は、8チ ャンネルモードと16チ ャ

ンネルモードがあり、機能としては16音 まで同時に出

すことができたが、16チ ャンネルモードでは音質が下

がるため8チ ャンネルモードを使用した。(慶野)

16チ ,ン ネ■●用モーFと 3チ ↑ンネル掟月モー ドがあろ

|イ ブ携蛇あり

(ズ 合計 4チ ャンネllを ノイス用 として設計可饉)

建■ 16種類 さらにバンタ切 り替え可|:

遊諄メモリがRAMに なり ,ロ グラムで設定可責2

'■
は,■ ャt,il1 lヵlt(書記は

“

itモ ノラ|[直月)

|ヽ 鋼●
='ス

テムi ts●L]■7A〕 を振などでは

lbltX 2で ステ レオ

図3 C30任意波形発生回路の機能 (文献
団より引用 )

複数のサウンドを同時に鳴らす場合、8チ ャンネ

ルの中でどのサウンドを優先して鳴らすべきか、優先

度の決定がサウン ド自体を作るのと同 じぐらい難 し

かった。優先度に関する情報がどこにも.P_載 されてい

ないのが今となっては惜 しい。データを解析できる人

がいるうちに調べてお くことが望まれる。 (慶野)

C30を 使用 した作品で最初に発売 されたのは

『パックランド』で、これも自身がサウンドを担当した。

ただし、実際は本作よりも後に発売された『ドラゴン

バスターJのサウンド制作が先にスタートしていたの

で、Fド ラゴンバスター』レ ッヾクランド』『バラデュー

クJの 1順 に制作したことになる。{慶野)

C30で は機能がより豊富になったことによって

五線譜上では記載できないパラメーターが増えた。具

体的には、音量変化および音高変化の絶対的数値、

ノイズの周波数帯域、さらにC30以前からの問題でも

デジタルゲーム学研究 bl,No2,2017
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音の通りが悪いことに気付き、小沢に聞くと16音だと

音質が低下することを指摘されるなど、試行錯誤の連

続であったと証言している。

小沢によると、レ ラヾデュークJの基板には「音

声合成」の回路を搭載 していなかったが、前述の

「Im yOur llb● Jの声は、本来は楽音用に使用する

鋸歯状波で裏技的に無理やり1又録してサウンドを作っ

たとのこと。この「音声合成」の制作方法は、本作よ

りも前に発売した『グロブダー』
詢と同じ方法で、当

時はボリュームが4ビ ットで16段階の分解音 しかな

かつたため、完成したサウンドは音自体がかなり割れ

てしまっていたと証言した。

334 その他

イベントの冒頭で、岸本が「ナムコとはどんな会社

なのか ?Jと いう説明も行った。同社は、「遊びをク

リエイトするJと いうキャッチコピーをつけていた力]、

当時は働くことは美徳であり、遊ぶことはあまりよく

ないとする風潮がある時代でありながら、社長の中村

雅哉は「これからは遊びが注目される世の中になる。J

と、考えていたと聞いたことがあると説明した。つま

り、グームを介した「遊びJ力 =、 かつては社会的には

必ずしも認知あるいは肯定的にとらえられていない時

代があったといぅ事実も、ゲーム産業史を理解するう

えでは重要であると考えられる。

34 -般公開当日の実施内容

動画の収録 編集完了後、10月 1日 (木)20時 を公

開 イベント実施日と定め、同日の力 ～ 21時半まで

の間を放送イベント実施時間として前述の方法で一般

に告知した。

その結果、上記時間内でTwiterに はlllll件 を超える

図 フ インターネッ トでの一般向け放映の様子
日
「

書き込みが行われ、再生回数は10111回 を超えた。

4 考察・課題

本イベントの実施を通じて、オーラルヒストリーの

収集 公開を行った結果、以下のようなことがわかった。

41 視聴者も各種情報の提供に寄与する

インターネットを介し、一般視聴者へ本イベントの

開始と同時に鉗 S(Twitter)を 通じて質問を募集し

たところ、『バラデューク』をブレイした経験を持ち、

内容に精通した者も含め、延べ人数で1∞名が視聴した。

その結果、出演者も忘れていた、あるいは気付かな

かつた事例をいくつか指摘されたことによって、アー

カイプの精度や情報量が高まることがわかった。以下、

いSを通じて得られた情報の例を示す。

『ALL ABOUT NAMCO Ⅷ には載っていなかっ

た、「ゲームオープニングミュージック」の楽譜が『ナ

ムコ ビデオゲーム ミュージック プログラム大全

集J口には載つている。

rバラデュークJの名称が決まるまでは、『タコバ

スター』と呼んでいた。(×岸本による、イベント実

施日当日のTwi● rへの投稿より)

敵のキャラクター、「ヤマモ」の名前の出来は、

同じ社内にいた山本浩―氏の名前から拝借したもの。

(Twiter投稿による質問に対する岸本の回答より)

「いわゆる音楽による 陶GMJを 廃し、ボスステー

ジ以外は鼓動音で通すことに決めるまでのエビッード

があればお訊きしたいです。」とのTwitter投稿による

質問に対し、慶野からは「ブレイ中に流れる『鼓動音』

は企画者の指示によるもの。その速度を3段階に設定

したのも、企画書に従ったものであり、口GM』 を作

るようにという指示はなかった。Jと 回答した。

42専門技術・知識を持った外部スタッフの確保が

必要不可欠

本イベントの実施にあたっては、岸本をはじめとす

る当事者、すなわち元開発スタッフ以外にも、以下の

ような専門的スタッフが必要となることがわかった。

インターネット配信を想定した、各種1又録機材や

4ヽ 7r, )tf - ^+tfi2x 
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45 イベント実施後に開発者が思い出した事項の追

加保存の必要性

イベント終了後、開発者が収録中に話すことができ

ず、後から思い出した情報が多数寄せられた。これら

の情報は、本市の頁数の制約上すべてを記載できない

が、オーラルヒス トリーの保存のためには有用なもの

であることから、岸本作成のwebベ ージ『バラデュー

クオーラルビス トリー』に記載することとした。

5 まとめ

本イベントを実施した結果、ゲームFTl発者自身によ

るオーラルヒストリーの.L録 保存をすることができ

た。『バラデューク』の開発者自らが本イベントを企

画および出演したことによって、本作において今まで

明らかにされなかったォーラルヒス トリーの収集する

ことができた。
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